
カイレンのあまりのつよさに アブトとハナビは とまどうばかりだった。

そのとき ふたりのもとに けんきゅういんの三島ヒビキから れんらくが入る。

『カイレンが ふっかつしたりゆうが はんめいしました !』

１ねんまえに シンやアブトたちがたおした アラバキがかかわっている───

ヒビキは そうせつめいする。

そのアラバキが カイレンのからだをつかって ふっかつしてしまったようだ。

「なぁ……それって ゾンビってヤツなんじゃねぇのか……?!」

ハナビが おもわずゴクリと いきをのむ。

「もう どうすることも できないのか……!?」

アブトが くやしそうにつぶやいた そのときだった───

「だったら じょうぶつさせてやらないとな !」

メキシコにりゅうがくしていたシンとスマットが かけつけたのだ !

「シン !　スマット !　きてくれたのか !!」

おもいがけないことに アブトはおどろきと よろこびのこえを上げる。

「ああ !　オレたちの力を みせてやろうぜ !!」

シンは力づよく いいはなつ。

そのすがたは きぼうのひかりに みちあふれていた。
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